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5）胎位異常 ：anomaly ◎f　the　presentation

　胎位 とは子宮の縦軸 と胎児躯幹との 関係を い い，
一

致 したものが，縦位 （頭位．骨盤位 ）

で あ り，両者 が交差 すれ ば斜位 あ る い は横位 と呼ばれ，頭位以外 は胎位異常で ある，

　1．骨盤位　breech　presentation
　骨盤位は5〜6％の 頻度で み られ ，臀部，膝，足の い ずれ かが先進 し，経腟分 娩 した場

合の危険度はこ の順に増す．下肢が躯幹とどのような位置関係 にあるかによ り単殿位，全

複殿位，不 全複殿位，全膝位，不全膝位，全足位，不全足位に細分類され る．

　 1）診断

　レオ ポル ド診察法で児頭を子宮底部に ．臀部を恥骨部に触知 する．そ して，内診 で先進

部を確認 する こ とによ り診断 され る が，肥満妊婦や先進部が固定 していな い場合は診断が

困難な こ とがある．この ような場合は，超音波検査で確認 しておく．

　 2）妊娠 中の 胎位矯正D

　骨盤位で は最も周囲経の 大きい児頭が最後に娩出するため，分娩 時に危険度 が増す． し

たが っ て，妊娠 中に頭位に 戻 してお く こ とが望まし く，矯正法 と して は胸膝位 あるいはブ

リ ッ ジ法 と外回転術があ る．

　  胸膝位ある い はブ リッ ジ法

　妊娠32週頃 にな っ て も骨盤位が持続する場合，就寝前に約 15分骨盤高位を とり，児の

腹側を下 に した側臥位で休む こ とに よ り胎児の 自己回転 を促す方 法 であ る（図 D−10−5）−

1）．
　  外 回転術

　腹壁から用手的に矯正する方法で あ る，時に児心音悪化 ，胎盤早期剥離 を起 こすため十

分イ ン フ ォ
ー

ム ドコ ンセ ン トを とり，緊急事態に対応で きる準備 を整 えて実施す る，特に，

子 宮収縮抑制剤を点滴 して も子 宮が弛緩 しない 症例 ，胎盤 の 前壁付着 例 では実施 を控え

る
1）
，

　3）分娩法の 選択

　骨盤位で は．帝王切開（以下帝切）の 方が新生児予後 が良好で あ るとの報告
2）3）

があ り，帝

切の 頻度が高くな りつ つ あ る．しか し，帝切の場合 は手術 に伴 う リス ク，次の妊娠時の リ

ス クの 上昇もあ り，両 者を よ く検討したう えで分娩法 を選択す る．また，足位，膝位 で は

臍帯下垂，臍帯脱出の 危険性が高く，未熟児の 場合は未熟性，躯幹より児頭が大きい こ と

から予定帝切が望ましい ，臀位で 経腟分娩する場合も，その危険性につ き十分イン フ ォ
ー

ム ドコ ンセ ン トを とっ て お く．

　4）分娩前の 胎児骨盤不 均衡の評価

　経腟分娩を行う場合に は，妊娠末期に レン トゲ ン による骨盤計測を行い 児頭 骨盤不 均衡

（CPD ）の ない こ と，同時に 骨盤形状に異常の ない こ と，反屈位でないこ とを確認する．

　5）骨盤位の 分娩機転

　第1単殿位で は骨盤入ロ で は胎児殿部横径 が第2斜径 に
一

致 し，第 1回旋 で脊柱 が右 に屈

曲し左殿部が先進 する ．第2回 旋で は左殿部が前方へ 回旋 し，骨盤前後径 に
一

致す る，第

3回旋で は左股関節部が恥骨結合に 支えられ，そこ を視点に後在の右臀部が娩出され る．

第4回旋で は捻れがとれ児背が前方 に 回旋 する．後続の肩幅も同様 の回旋 を行 う．

　6）骨盤位娩出術
4）5）

　先進部が下降 して きたら陣痛微弱にならない ように注意し，必要に応 じ陣痛促進剤を投

与す る．殿部が下 降し排臨近くにな っ たら，陣痛時に先進部を押 し上 げるように し胎児の

屈位を保つ ，数回陣痛がく る と児が飛び出しそう にな るので ，圧 迫を中止 すると臍上部 ま

で娩出 されて くる．場 合に よ り上肢まで娩出され る こ ともあ る が，通常，引き続き以下の
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　　　 　　　　　　 （図 D −10−5）−1＞ 胸膝位ある い はブ リ ッ ジ法

眠前に腹帯をはず し胸膝位（A）ある い は ブ リ ッ ジ法（B）を 10 〜 15 分程度行う．こ の 姿勢

を取 っ たあ と胎児の腹側を下 に して側臥位 にな っ て眠る．

●

（図 D −10−5）−2） 横 8 字型骨盤位娩出法

持し，児の 顔 から胸をな で るよ うに解出する．

に解出する （図 D−10−5）−3）．
　  Veit−Smellie法

　児 を下向きに して
一

側の腕の 上に児を乗 せ，示指を児の ロに入れ顎を引き，他側の示指

と中指を開いて 両肩 にか け両手で 児の頸部を固 定 し，骨盤誘導線の方向に牽引 し児頭を娩

出する．助手が恥骨上を圧 迫するとさらに娩 出させ やすい （図 D−10−5）−4）．

　  後続児頭鉗孑娩出術

　児頭娩出の ためにパ イパ ー鉗 子を挿入 し娩出す る方法もある ．

　以上の 骨盤位娩出術は児の 臍部まで娩 出され た後 に，その時の 児の状態 に応 じて方法を

ような娩出術 を行う．手技の 詳細は他 の成書

を参考 に して い ただきたい ，

　  横8字型骨盤位娩出法（竹岡）

　児腰部を把持 し横8字型にゆ っ く り牽引す

る ．向か っ て右前方か ら左後方に牽引する と

き児の右上肢が娩出され，逆 方向に牽引する

とき左上肢 が容 易 に 娩出 され る （図 D −10−

5）−2）．児頭も続い て娩 出するこ ともあ るが，

通常 ，引 き続 き Veit−Smellie法 で児 頭 を娩

出する．

　  Bracht 法

　上肢，肩 甲，児頭を
一

連の 操作で娩出させ

る方法 で ある が，児が容易に娩出で きる と判

定 され る場合 に行 う．む りや り行うと児頸部

神経損傷な どが起 こ るこ とがあ る ，

　  古典的上肢解出法

　躯幹 が娩出 されても上肢が娩出され ない場

合に行う．児を横向きに し，陣痛問歇時に後

在上肢 を娩出 させ る，児右上肢が後在 にあ る

場合は，術者の 左手で 児の両足 を上方に持ち

上 げ，児の背中側か ら右手を挿入 し前腕を把

　次 い で児を 180度回転 し，他側 上肢 を同様
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（図 D −10−5）−3）　古典的上肢解出法
・　 （図 D−10−5）−4）　Veit−Smellie法

選 択し短時間に実施 しなくて はならな い ため．熟練 した医師が行う ことが重要 である，

　2．斜位　oblique 　presentation
　 1）診断 と分娩前処置

　外診と超音波検査に て診断す る．自己矯正あ るい は軽 く外回転 し，縦位 に矯正 するよう

試み る ．

　 2）分娩の 取 り扱い

　妊娠末期ま で直らな い 場合は帝王 切開
E）を行う．子宮切 開は通常の 部位 でよい が，人工

破膜と同時に横位にな らな いよ うに子宮外壁か ら助手が圧 力をかけた状態で 切 開 し，縦位

に して娩出する．

　3．横位　transverse　presentation

　 1）診断

　外診 で恥骨部に 先進部がない こ とで 疑い ，子宮側壁に 接し児頭 を触知す る こ とで 診断で

きる．超音波検査 で確認 してお く．

　2）分娩法

　予定帝王 切開を行う．術直 前に児頭 の 位置，児背が上方か下方 かよくみ て おく．子宮切

開部位 は胎勢，胎向を考慮 して調整 し，やや大きめの 切開をカロえ，両足を把持 し足位で娩

出すると比較的娩出 しやす い．人工 破膜 と同時に胎 位が変化する こ とがあるた め注意が必

要 であ る
6）
．
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